
普段からアンテナを高くして、気になることがあれ
ば「なぜそのような行動をしているのか」共感的に
理解し、一人一人の行動傾向や性格・特徴に合
わせて、コミュニケーションを図りましょう 

不安 

思春期に見られる症状や問題行動の理解 

◆連休明けの不適応の主な原因 

  ・4月の1ヶ月間の緊張状態が徐々に緩んできたために，連休がきっかけとなって欠席が増えた。 

  ・4月に学級のルールが徹底されなかったために，個々の方向性がバラバラになった。 

  ・人間関係がうまくいかず，学校に行く意欲が低下した。 

  ・勉強したことが定着せず，授業を受けることが苦痛になってきた。 

  ・・・など，様々な原因が考えられます。 

◇早期発見・早期対応のために 

◆まずは，児童生徒理解から 

 児童生徒の不適応の原因は，上記のようなものも考えられるのですが，実際には多岐に渡ります。いず

れにしても児童生徒の様子を見たり，声を聞いたりする中で，子どもたちの困り感に気づき，それを解消

していくことが必要です。 

◆具体的には，どのようなことが必要？ 

 子どもたちの姿をよく観察できる 

信頼 

 こうした症状や問題行動に適切に対応するには、その子どもの発達段階が個に応じて様々なので、まず一人一人
の発達状況をつかむことが大切です。そして背景にある諸要因を正しく理解していきます。不登校であれば、単に登
校再開を目標とするのではなく、その子どもがどうなりたいと思っているのか、そしてそのために今できることは何かを
問うことが大切です。総合的な理解をせずに、単に問題行動や症状だけを治そうとしても上手くいきません。    厚
生労働書e-ヘルスネット  

高学年女子の居場所づくり 

 高学年になると，徐々に自分が確立し，自立したいという欲求が高まります。

そこで，親や教師と距離を置き，自分の考えで行動したがるようになります。こ

こでうまく独り立ちし，心身ともに自立していくことができれば問題ないのです

が，親や教師への反発と，自立することへの不安が一度にやってくるのですか

ら，非常に心が不安定になります。その不安定さを解消し，安心して過ごせる

居場所づくりのためにも，仲間をより大切にするようになります。 

だれもが「目的」を持っている 

 子どもの行動には必ず目的があります。周りから見ていかに不合理なことで

あっても，その子なりの目的があるのです。子どもにとってみれば，自分なりの

目的があって行動しているのですから，そこで頭ごなしに叱られては納得でき

ません。ですから，大切なのは，子どもの話を最後までしっかり聞くことです。

まずは子どもの言い分を認めた上で，子どもがその不合理さに気づけるように

していきます。 

日頃から様々な方法で 
 コミュニケーションをとる 

 個々の生徒の心身の状況 や人間関

係を把握し、互いに理解し合うため、個

人ノートを活用しています。必ず返事を

書いて返すことや、声かけや個別相談

など、その後のステップにつなげること

が、よりよい関係づくりにつながります。 

指導にメリハリを付け， 
 感情的に叱らない 

 思春期は、様々な問題行動や身体的・精神的症状を示す子どもが少なくありませんが、これは子どもた
ちがそれまでの自身の発達課題をやり直すサインを発していると考えられます。例えばずっと「良い子」で
あった子どもが自主性（自律性と自発性）を獲得しようとしたとき、反動的に反抗的態度が強く出ることもあ
ります。 これには他者と関わり合いながら生きていく社会の中で、人が他者に求め、他者から求められる
人間関係の本となる「信頼」と「信用」の要素の割合が変化していく時期であることも大きく関係しています。 

思春期の児童・生徒指導  

 

 

 転勤した学校で初めて６年生を担

任することになったＹ先生。期待と

不安が入り交じる中，１学期は緊張

の毎日でしたが，素直で明るい子ど

もたちに囲まれ，何とか順調に学級

づくりを進めていました。 

 ある日，掃除の見回りをしていた

Ｙ先生は，理科室でおしゃべりをし

ている女子３人組を見つけました。

Ｙ先生は当然「ちゃんと掃除しなさ

い。」と注意しました。おしゃべり

はよくあることだったので，特に厳

しく言ったつもりはなく，短く一言

注意しただけでした。 

 しかし，次の日からクラスの一部

の女子の態度が急変しました。掃除

中に注意された女子３人組と仲良し

の何人かがＹ先生と話さなくなった

のです。それからというもの，Ｙ先

生が話しかけても「はい」「いい

え」「べつに」…と，素っ気ない返事

しか返ってこなくなりました。初め

て高学年を担任したＹ先生は，女子

の集団での圧力に圧倒され，個別に

対応することができなくなってしま

いました。先生VS女子グループのよ

うになってしまったのです。 

 反発する女子グループに対応する

自信が無くなってしまったＹ先生は，

学級で起こった問題について，いつ

ものように全員の前で思いを語りま

した。しかし，女子グループにとっ

て，それはお説教であり，全員の前

で自分たちが恥をかかされていると

しか思えなかった 

のです･･･。 

高学年の女子は難しい… 

 わずかひと月余りの夏休み中に様々な生活体験を挟んで、思春期の児童・生徒の心と身体は大きく
成長しています。人間関係に変化が見られたり、ものの見方や考え方も今までよりも大人びてきたりす
ることもあります。特に難しい年頃と言われる思春期の指導においては「１.日常から心に寄り添った指
導につとめる」「２.思春期の特性を理解する」といった『子ども理解』のポイントを押さえ、教師と児童・生
徒の間によりよい「信頼関係」を積み重ねていくことが重要です。 

「恥ずかしい」 
「失敗したくない」 

自我の 
目覚め 

「もっと 
わかってほしい」 

「自分はどう思われ
ているのだろう」 

矛盾する心が同時に存在 

「もっと周りの人から
認められたい」 

反発 

思春期の特性を理解する 

日常から心に寄り添った指導につとめる 

よりよい信頼関係の構築がカギ 

 感情的に叱ったり、みんなの前で恥を

かかせるような場面をつくってしまったり

することで、その後の子どもとの関係づく

りに支障をきたすことがあります。個別

に、子ども自身が良くない状況を振り返

り語ることができる場をつくるよう心がけ

ています。 

 気になる女子グループ

のおしゃべりにはさりげ

なく混じるようにしていま

す。とはいってもひたす

ら聞き役に回って・・・彼

女達が私の貴重な情報

源でもあります。 
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「個人と個人」をつなぐ、
「集団と集団」をつなぐ、
といった教師の働きか
けも大切です。 


